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正三角形Cを固定した時、A.Bの値はそれぞれ
Cとの関係において、相対的に決定され、ヘキ
サグラムA.Bの大きさがCに対して近づけば、立
方体の稜線となる放射線は、より鋭角となる。�

平行に近い放射線�

鋭角な放射線�

放射線の角度が、視
覚的に自然と捉えら
れるのは、チャート
の同心状の三角形の
形が崩れない範囲。�
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＜ヘキサグラムの形と立方体＞�
＜循環する3つの正三角形A.B.C＞�

No.11/プロニティーの3つの正三角形の数値と立方体の形の関係�
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レーダーチャートによるプロニティー数�

チャートの三角形は、ヘキサグラムを構成する正三角形A.Bと焦

点となる正三角形Cの３つの正三角形の1辺の数値を表したもので

す。チャートの同心状の三角形の形の変化は、この比例で描いた

立方体の形の変化に対応しています。�

＜立方体の稜線の変化と3つの正三角形の比例数値＞�
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C=280、B=140の時に、A=280となり立方体の形は消

滅するが、Bが140を超えると、Aは280を超え、

A.B.Cの関係が循環して、今度はB.Cがヘキサグラム

をつくり、Aがその焦点となる。Bの値がCに近づく

につれて，焦点のなるAの値は大きくなり、B=Cで

無限大となり、BがCを超えるとAは又現れ、BがCの

2倍になるまでAは収縮を続け、2倍を超えると、A.C

がヘキサグラムをつくり、Bが焦点の関係となる。

このように、A.B.Cの関係は無限に循環します。�

http://www.bians.jp/birth/flame_pronity.html

